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第１８６９回例会(2007 年 4 月 1７日) 

点鐘            仁部会長 

ロータリーソング それでこそロータリー 

会長挨拶            仁部会長 

 

 ４月１３日（金）午前１０時２０分～午後５

時まで、大宮ソニックシティで第２７７０地区

の地区協議会が開催され行って来ました。出席

された方々は大変ご苦労様でした。ＣＬＰが導

入される中村ガバナー年度は、軌道に乗るまで

は容易ではないなというのが感想です。後ほど

の報告を楽しみにして下さい。 

《腹の底から笑うことがありますか？》 

 「あっはっはっはっはっはっ・・・・」一日

に何回笑いますか。私の生活を振り返ってみる

と笑わない日の方が多いと思いますが・・・。 

腹の底から笑った後の快感を思い起こして下

さい。今日は毎日の生活が忙しくストレスのた

まる機会が多いのは確かです。この解消にすす

めるのが「腹の底から笑う」ことです。「笑い

は人の薬」という諺があります。適度な笑いは

心身ともに健康によいことを言っています。ア

ニマル浜口さん（元プロレスラー、スポーツジ

ムを浅草に開設。長女・浜口京子をアマチアレ

スリングの世界チャンピオンに育て上げた父

親、言葉はもちろんのこと自らも率先垂範）が

「気合だ！」に続く新パフォーマンスの「笑い

ジャンケン」は、「ワッハッハ」と大笑いしな

がら右手と左手でジャンケンを繰り返しての

ゲーム。彼は言う「死ぬ気で練習しているが、

緊張しっぱなしはダメ」と気分転換もかねた笑

いの大切さを提唱して練習後に１分間このジ

ャンケンをやっているとのこと。 

＊ 笑う顔に矢立たず 

＊ 拳笑顔に当たらず 

笑顔人と接する者に射かけられない。笑顔

は相手の心を和らげ、憎しみを持っていても自

然に打ち解けるような力がある。 

＊ 笑う門には福来る 

いつも笑い声が絶えない家には幸福が向こ

うからやってくるものだ。 

＊ 笑って暮らすも一生 泣いて暮らすも一生 

どちらも同じ一生ならば、笑って楽しく暮

らしたいものだということ 

＊ 笑って太れ 

いつも笑顔を絶やさないようにして幸運を

招き寄せなさいということ 

幹事報告           下津谷幹事 

① 米山記念奨学生（入学式）のご案内 

日時 平成１９年５月１２日（土）16：00 

会場 大宮 ラフォーレ清水園 

登録料 一人 6,000 円 

② 戸田イブニングロータリークラブより認証

状伝達式のご案内がきております。 

Rotary Club of SUGITO 

杉戸ロータリークラブ週報 

2006～2007 年度 RI のテーマ 

Lead the way 
会長 仁部前明 幹事 下津谷忠男 会報委員長 田中昌夫   



 

 

日時  ５月２４日（木）午後６：００ 

場所  浦和ロイヤルパインズホテル 

登録料 一人 20,000 円 

③ 地区大会で京都物産展を催すことになりま

したとのご案内がきております。 

 

地区協議会の報告       田中会員 

 

皆様こんにち

は、先日は一日

地区協議会にて

大変ご苦労様で

した。 
それでは地区協

議会のご報告を致します。会議は第 1 回本会

議・分化会・第 2 回本会議と 3 会議に分かれて

行われ、第 1 回本会議では、中村ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄの

点鐘で始まりました。 
・ 名倉地区協議会実行委員長より開会の言葉

として、次期ｸﾗﾌﾞ指導者の方々に中村ｶﾞﾊﾞﾅ

ｰ年度の基本方針の確認と、各自の「役割と

責任」「奉仕の機会と手続き」について理解

を深めて「安心」して、ｸﾗﾌﾞ運営をしてい

ただくための大変重要な協議会であるとご

挨拶がありました。 
・ 根本ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ会長より歓迎の言葉として、飯

野年度より採用された CLP(ｸﾗﾌﾞﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ
ﾌﾟﾗﾝ)を中村年度に本格的に採用、実施する

年度でございます。CLP の内容を踏まえｸﾗ

ﾌﾞの会員増強と活性化を図り、今日の地区

協議会で協議したことをｸﾗﾌﾞに持ち帰り、

皆様に報告して頂きたいとご挨拶がありま

した。 
・ 中村ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄより地区役員のご紹介があり

ました。 
・ 飯野ｶﾞﾊﾞﾅｰより 2007－08 年度の RI ﾃｰﾏは

「ﾛｰﾀﾘｰは分かちあいの心」ですが、この精

神は奉仕活動の原点を表現したものと考え

られますが、ﾛｰﾀﾘｰの在り方などには直接応

えるものではなく、「ﾛｰﾀﾘｰは分かちあいの

心」の実践活動の中から価値観の多様化し

た社会での社会奉仕団体の存在感を見極め、

高めようとするものですとご挨拶がありま

した。 
・ 次年度研修ﾘｰﾀﾞｰより次年度の地区組織表

を見た 30 年余りのﾛｰﾀﾘｰ歴をもつ会員から

“ﾛｰﾀﾘｰ維新”だネとの感想を聞いた。10
年前に誰もが会員が減少し、出席率が低下

し、世界平和奨学制度が加わり、派遣両留

学生に危険管理委員会を地区に設置し、保

険をかけて管理しなければならない時代を

予測できたであろうか。確かに時代は変っ

た、世界は変った、ﾛｰﾀﾘｰもその中に存在し

ていることを認識せざるを得ない。だから

こそ、地区もｸﾗﾌﾞも計画や目標をもつこと

が重要になるとご挨拶がありました。 
・ 中村ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄより親愛なるﾛｰﾀﾘｱﾝの皆様

へ 2007～2008 年度、地区ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの会長、

幹事さんをはじめ、各委員長の皆様、そし

て、ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐をはじめとする地区ﾁｰﾑの皆

様、地区協議会に早朝よりご出席頂き心か

ら感謝申し上げます。 
この次期、地区行議会を開催する目的は 

1． 次期ｸﾗﾌﾞ指導者が来るべき任務に備え

て準備を整え、指導者ﾁｰﾑを築くこと。 
2． ｸﾗﾌﾞ指導者ﾁｰﾑの意欲を高め、協力関係

を築くため機会を地区ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄと次

期ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐、および地区委員に提供す

ること。 
3． 次年度地区ｶﾞﾊﾞﾅｰが RI ﾃｰﾏと強調事項

を伝え、各ｸﾗﾌﾞがこれをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに組み

入れるよう要望すること。 
4． 各ｸﾗﾌﾞの役員の役割と責務に相応した

指導力と管理能力を育成すること。 
5． 次年度地区ｶﾞﾊﾞﾅｰは、会長をﾘｰﾀﾞｰとす

るｸﾗﾌﾞ指導者が奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業を実

践、成功させるために地区ﾁｰﾑの活動方

針を明確に伝えること。以上が主な目的

です。 
2007～08 年度、RI 会長ｳｲﾙﾌﾘｯﾄﾞ．J．ｳｲﾙｷｿﾝ

氏は「ROTARY SHARES」「ﾛｰﾀﾘｰは分かちあ

いの心」を RI ﾃｰﾏとして掲げられました。「ﾛｰﾀ

ﾘｱﾝである私達は奉仕する心、その愛を実践し、

分かちあい、互いに助けあうのです」とのべて



 

 

おられます。ｸﾗﾌﾞ指導者として皆様がこれまで

に培ってきたﾛｰﾀﾘｰの「奉仕の心」をあらゆる機

会を通じて「ﾛｰﾀﾘｰ家族」に分かちあってくださ

い。 
当地区は 2007～08 年度、ｸﾗﾌﾞﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾌﾟﾗﾝ

を導入します。この CLP の主要点はｸﾗﾌﾞ組織

を簡素化すると共に、ｸﾗﾌﾞ活動を機能的に捉え、

「効果的なｸﾗﾌﾞ」をめざしてｸﾗﾌﾞをより高いﾚﾍﾞ

ﾙに押し上げ、ｸﾗﾌﾞの多様性を促す管理組織であ

ります。 
このことは「効果的なｸﾗﾌﾞづくり」を目的とす

る組織の変更であり、ﾛｰﾀﾘｰの目的が変るもので

はありません。 
「ﾛｰﾀﾘｰの綱領」に基づく 4 代奉仕を根本的に

変えようというものではありません。むしろ「ﾛ

ｰﾀﾘｰの綱領」に従って、ｸﾗﾌﾞ奉仕活動を強化し、

大小ｸﾗﾌﾞの規模やｸﾗﾌﾞの考えに応じて、奉仕活

動を機能化し、効率的に選択出来るようにしよ

うと考えられたものです。 
この事は、ﾛｰﾀﾘｰの基本単位はｸﾗﾌﾞであるという

原点に還り、各ｸﾗﾌﾞの自主性を尊重し、多種多

様な活動を進め、ｸﾗﾌﾞの個性化、即ち、特徴の

あるｸﾗﾌﾞの出現を期待しているものであります。 
結論として、ｸﾗﾌﾞﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾌﾟﾗﾝは、ｸﾗﾌﾞの多様

性、そして個性のあるｸﾗﾌﾞを理解し、尊重する

とした概念こそが CLP の基本理念でもあると

言えましょう。また、継続性を重視しながらも

毎年見直すことも大切な要素であります。 
ｸﾗﾌﾞﾁｰﾑの皆様、1 年間ｸﾗﾌﾞ指導者として、是非、

ご理解とご協力をお願いしますとご挨拶があり

ました。 
つづきまして分科会での基調ｽﾋﾟｰﾁの一部をご

報告いたします。 
＊会長部会では、飯野ｶﾞﾊﾞﾅｰよりｸﾗﾌﾞの盛衰は

歴代会長の目標意識とその手腕に懸かってい

ますし、その結果が今日のｸﾗﾌﾞの現状であり

ます。自分の会社が自分という社長ないしは

それに代わる専務なりの社会的信望と経営手

腕で今日を迎えているのと同じです。ﾛｰﾀﾘｰｸ

ﾗﾌﾞも会社も生き物です。社会から生きていく

ための環境を与えられ、食事などを与えられ

て清々存在し続けられるということになって

います。組織の長には、幾つかのﾊﾟﾀｰﾝに分け

られ悪いﾊﾟﾀｰﾝですとｸﾗﾌﾞの将来は暗澹たる

ものである。 
＊幹事部会では、鯨岡地区幹事よりｸﾗﾌﾞの最高

責任者であります会長と、常に綿密な連絡を

取り合い、情報を共有し、会長をｻﾎﾟｰﾄして、

ｸﾗﾌﾞ会員とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図ることが重要と

思います。 
＊管理運営部会では、飯野次期担当諮問委員よ

り地区の部門は内容については異なりました

が例年通り 7 部門から構成されており、管理

運営部門には「長期計画委員会」という下部

組織を持つことになりました。管理運営部門

の業務はｸﾗﾌﾞへの支援と他部門への支援、協

力に整理されたのではないでしょうか。 
＊広報部会では、森田次期担当諮問委員よりﾛｰ

ﾀﾘｰは広報が下手だ！これは良く聞く言葉で

す。2005－06 年度から RI は強調事項の一つ

に公共的ｲﾒｰｼﾞを加え、第 2 世紀のﾛｰﾀﾘｰ活動

全般に広報活動の強化推進を掲げてきていま

す。ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの地域社会への献身的な奉仕活

動と、その活動を効果的に広報する最大の目

的は、「会員基盤の維持と増大」を図る橋頭堡

を構築することであります。 
＊会員増強部会では、北次年度会員増強部門担

当諮問委員より次年度はｸﾗﾌﾞ・ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ・ﾌﾟ

ﾗﾝ(CLP)の採用で組織改正がされました。会

員増強委員会が部門として位置づけられ「会

員増強委員会」と「ﾚﾃﾞｨｰｽ増強委員会」にな

りました。何故会員増強が必要なのか、女性

会員を強調しているのはどんな理由か皆さん

と一緒に理解を深め、会員増強を実践し成果

を分かち合いましょう。そして全てのﾛｰﾀﾘｱﾝ

が、新会員を連れてくる責務を分かち合い、

ﾛｰﾀﾘｰ発展に対する責務を分かち合い全てのｸ

ﾗﾌﾞをより充実した存続力の溢れる存在にし

ていきましょう。 
＊奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ部会では、田村次年度奉仕ﾌﾟﾛｼﾞ

ｪｸﾄ部門担当諮問委員より地区組織も CLP に

対応することになり、地区ﾁｰﾑ内に於いても、

最大規模の奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ部門 SERVICE 

PROJECT SECTION として発足を致しま



 

 

す。企業で行われるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは、最大限の営

利を目的として行う大規模な事業であること

は、ご承知の通りです。我々ﾛｰﾀﾘｱﾝの各ｸﾗﾌﾞ

にて行うﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは、最初に奉仕の冠がつい

ております。従って各ｸﾗﾌﾞの奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを

行う委員会は常任委員会になり、地域社会・

世界社会に最大限の奉仕事業を行うことが大

前提になります。各ｸﾗﾌﾞの特色を大事にして

三 つ の 奉 仕 活 動 (THREE  SERVICE 

ACTIONS)をﾘﾝｸしましょう。ﾛｰﾀﾘｱﾝの知識

を知恵に、共に実行して行きましょう！地区

奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ部門は、一体となって支援して

参ります。 
＊新世代部会では、関口次年度新世代部門担当

諮問委員よりﾛｰﾀﾘｰは、1905 年の創立以来、

青少年のためには深い関心を示し、色々な活

動に携って来ました。その目的は善良で、健

全な次代の社会人を育成することにあります。

「今どきの青少年」(今どきの新世代)を対象

とした新たなﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが必要になるかもしれ

ません。当地区も、CLP の本格的導入により、

地区組織が大きく変わりました。これによっ

てｸﾗﾌﾞと地区の整合性が出来ました。そして、

よりｸﾗﾌﾞが上手く機能することを望みます。 
＊ﾛｰﾀﾘｰ財団部会では、津田次年度ﾛｰﾀﾘｰ財団部

門担当諮問委員より国際ﾛｰﾀﾘｰの中でのﾛｰﾀﾘｰ

財団の位置づけとして、ある方は！会社的に

考えるなら、製造部門、技術部門、経理部門、

営業部門があるとすれば、営業部門に当たる。

如何に仕事をもって来て金にするかです。国

際ﾛｰﾀﾘｰの経営戦略を実現するため、種々のﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾑがあります。そのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行するの

に必要な資金を調達するのが、我々部門の大

きな目的でもあります。ﾛｰﾀﾘｰ財団地区ｾﾐﾅｰ

のﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸには「奉仕活動と資金調達は、車

の両輪である」と述べております。世界から

貧困や飢餓をなくし、世界平和に向け、活動

していくためには、先ず資金が必要です。6
人目 RI 会長ｱｰﾁｸﾗﾝﾌ氏は、ﾛｰﾀﾘｰの永遠の発

展を願い、そして不滅を信じ、次のように述

べております。「我々は、この財団を今日、明

日の時点ではなく、何年、何世代の尺度で見

つめるべきです。なぜなら、ﾛｰﾀﾘｰは幾世紀に

もわたる運動だからです。」 
＊米山記念奨学部会では、田中次期米山記念奨

学会担当諮問より米山奨学会が設立されて以

来、今まで 40 年になります。その間、数え

切れない奨学生を支援してまいりました。そ

して、現在は、年間 800 名の奨学生を支援す

る国内最大の奨学制度となっています。奨学

生との将来に向かっての対話や意見交換、奉

仕活動を一緒に行い、感動を分かち合えるよ

うにすることが大事だと考えます。同時に元

奨学生が今どうしているかを知ることも重要

だと思います。 
つづきまして第 2 回本会議では、各分科会報

告がﾘﾎﾟｰﾀｰより報告され、相澤ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ副会長よ

り閉会の言葉で地区協議会が終了いたしました。

以上で地区協議会のご報告とさせて頂きます。 
 

出席報告           大作委員長 

出席免除 ２名 休会 ２名 

月日 会員数 出席 欠席 MU 出席率

4/17 24 14 10 7 87% 

 

スマイル報告        大作委員長 

仁部会長→町内が大変にぎやかです。腹の底か

ら笑えるのはどなたでしょうかね。みんなガン

バレです。 

落合会員→今日から杉戸町長選挙運動が５日

間ということで始まりました。４名とも頑張っ

て下さい。そして、当選された方は町の為全力

投球を頼みます。 

中島会員→春にも係らず寒さまた来た。気候異

変、健康に注意！ 

大作会員→アメリカは西部劇の国ですね。血が

噴出し、肉が飛び散る、すごいアクションの国

ですね。 

下津谷幹事→地区協議会にご協力頂き、有難う

ございます。 

以下同文→中村会員、庄司会員、細井会員、金

子会員、本多会員、鈴木会員、田中会員、武井

会員、新井会員 

      本日投入額   １４，０００円 

      累計額    ７５４，０００円 


